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　市内の小・中学校や公民館などで人権コンサートを開催している
グループ「ナースログ」をご存じですか。今回は、活動を通してた
くさんの方に「人を思う心」を届けているグループの皆さんに、名
前の由来や今後の活動への思いを教えてもらいました。

人権コンサート
No.137人権・同和教育シリーズ

誰もが誰かの生きる支えに—
音楽と言葉で伝えられること

　私たち「ナースログ」は平成５年に結成し、
学校や公民館などでの人権コンサートを中心に
活動しています。例えば小学校の参観日では、
児童や保護者の方に向けて私たちのオリジナル
曲の演奏や、詩の朗読などをしています。
　ナースログというのは風

ふうとうぼく
倒木、つまり森の中

で自然に倒れた木のことです。森に横たわる木
はやがて虫たちのすみかとなり、その虫たちを
求めてヘビやカエルや鳥たちが集まります。コ
ケが生えて水を蓄え、木の種が運ばれて根を広
げ、命を失った木の上に新しい命が育ちます。
無駄な存在にも見える風倒木が、実は森の生態
系を守り、森を看護しているということで「看
護する木＝ナースログ」といわれます。

　私たちも、一
人一人が大切な
命を生きていま
す。そして、誰
もが誰かの生き
る支えになって
います。無駄な
人間なんか一人

もいない、みんな誰かの大切な人。そんな思い
をグループ名に込めて活動しています。
　西条市でも、安心・安全・快適なまちになる
ように道路や公共施設が整備されています。し
かし、どんなに立派な施設が整備され、暮らし
やすい環境が整ったとしても、目に見えないと
ころで差別やいじめが横行しているとしたら、
それは心の世界の環境汚染が放置されていると
いうことであり、人々の心は乾き、笑顔もかす
んでしまいます。
　西条市は豊かな水資源に恵まれたまちです
が、人々の心にも美しい水が流れる「人権文化
の花咲く水の都」
となることを願い
ながら、今後もコ
ンサート活動を続
けていきたいと思
っています。

▲森を支える風倒木

ナースログの皆さん▲

ＣＤの売上金は全額寄付しています
　ナースログのオリジナルＣＤの売上金は、全て
日本ユニセフ協会を通して中東シリアの
子どもたちへ届けています。問い合わせ
や詳細はホームページをご覧ください。
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